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平成20年度第 2回（通算26回）の国立病院機構熊本

医療センタ ー開放型病院連絡会が、来る 2月28日（土）

午後 6時30分より、くまもと県民交流館パレアホール

で開催されることになりました。紹介症例の呈示に続

きまして、今回は厚生労働省医政局指導課長 三浦公

嗣先生の「これか らの医療の課題について」と題して

の特別講演を企画させて頂きました。多数ご参加を頂

きますようご案内申し上げます。看護部門、 事務部門、

MSWの方などのご参加も歓迎致します。

当日、会場にて新規登録医の受付もできます。ご希

望の先生は会場受付でお申し付け下さい。

（副院長河野文夫）

建設中の新病院の躯体工事（病院外枠）完了間近と

なり、病院の全貌が現れてまいりました。 2月末には

躯体工事が完了し、これ以後は内部の設備

工事が集中して行われ、9月には竣工 ・移

転となり、 9月下旬には新病院での診療が

行われる予定です。

工事に伴い、駐車場、通路などでご迷惑

をおかけ致しておりますが、今回新たに、

配水管工事のために、新町方面から坂を上

る入り口通路を一時閉鎖 (1月17日～ 3月

15日まで）することになりました。自動車、

ノfイ夕、自転車の通行はできませんが、歩

行はできます。これに伴い自動車等の出入

り口を二の丸公園側に移転致しました。大
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干860-0008
熊本市二の丸1番5号
TEL (096) 353-6501問

問（096)325-2519 

第26回開放型病院連絡会のご案内

日時 ：平成21年 2月28日（土）

午後6時30分～ 8時30分

場所 ・く まもと県民交流館パレアホール

（鶴屋東館10階）
一内容－

1.紹介症例の呈示（ミ二レクチャー）

2.総合討論

3.特別講演
「これからの医療の課題について」

厚生労働省医政局
指導課長三浦公嗣先生

くお問い合わせ先〉
国立病院機構熊本医療センター管理課

電話 096-353-6501内線390（西田・牧野）

住所干860-0008熊本市二の丸 1-5

変ご迷惑をおかけ致しますが、ご協力とご理解をお願

い致します。 （管理課長西国政宏）

病院入口までの迂回路
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国立熊本病院の思い出

医法）社団英山会

平山泌尿器科医院

ひらやまクリニック

理事長 平山 英雄

知人の入院等で、最近よく国立熊本病院（現熊本

医療センタ ー）を訪れる機会がある。先日も知人を

見舞いに、別 6病棟に足を運んだが、病院玄関前で

は、来期に向けての新病棟が建設中であった。今、

約30年前を思い起こしてみた。私が泌尿器科に勤務

（昭和54年 7月～56年 6月）していた病棟は昔のま

まで、少し異なっているのは立派な個室が出来たこ

とだ。私が勤務していた頃の泌尿器科外来は l階で、

今ある場所の向かい側にあった。今回来訪時に 1階

横の出入り口から病院内へ入ったが、私達はその頃

もこの出入り口を利用していた。結婚してすぐに熊

本大学附属病院から国立熊本病院に外勤となった。

当初は医長の鎗水史朗先生、小川修先生と私の 3人

であったが、その約 l年後小川修先生から山本敏広

先生になったが、とても楽しく実りある 2年聞を過

ごした。月～土（水曜を除く）の午前中は外来、月、

水、金が手術日、火、木が検査日であった。毎週木

曜日は検査が終了後、夕方より抄読会をしていた。

抄読会は英語の論文で、 3度に 1度の割合で回って

きた。医長より配布され、私には総説が与えられ、

全訳せねばならず大変だったことを今は懐かしく思

う。毎日の仕事が終わり、時計を見ると既に 5時過

ぎとなっており、外来にて看護師が入れてくれた美

味しいコ ーヒーを飲む時が、最高の安らぎの時間で

あった。医長からは、手術の前に毎回必ず英語の手

術書を読んでくるように言われ、 TUR-Pの時には

モニタ 一等はなく 1人心細く前立腺を削っていた事

を思い出す。しかし今思えば l番充実した 2年間で

あったようだ。その後大学病院に戻ったが、大学へ

戻る際に医長から「国立熊本病院で手術を含め臨床

は学んだから、これからは大学に戻り、研究をすれ

ば、それがしっかりとした根となり、将来たくまし

い大木に育つ」とのお言葉を頂いた。当時手術室の

看護師として勤務していた平井さんが、現在平山泌

尿器科の透析室の師長として勤務している。またひ

らやまクリ ニックに国立熊本病院の泌尿器科に勤務

していた小川愛一郎先生を院長、看護師の野村さん

を師長として迎えている。医師の過激な勤務、医療

ミス、医療訴訟やらと何かを医療に関する諸問題が

議論されているが、皆仲良く楽しく仕事が出来る職

場を常に目指していきたいと思っている。

三塁藤2l［室産主第盛田閉惣型痛院運営；協議盆開催玄柿fる司
平成20年度第 2回（通算27回）の国立病院機構熊本

医療センタ ー開放型病院運営協議会が平成20年12月 5

日（金）午後 7時より当センタ 一会議室で開催されま

した。協議会の委員は熊本市医師会より医師会長の福

田桐先生、副会長の加来裕先生、担当理事の田中英一

先生、家村昭日朗先生がご出席頂き、当院より池井院

長、河野副院長、野村統括診療部長、片側地域医療連

携室長が出席致しました。院長より、医師会長はじめ

医師会委員の先生方に日頃の御礼を述べ、続いて福田

委員長よりご挨拶を頂きました。議事に移り、事務局

より開放型病院利用状況、開放型病院登録医数、訪問

医師数、共同指導数などを報告しました。次いで第25

回開放型病院連絡会（平成20年 9月22日）の参加者数、

「くまびょうニュ ース」の発行状況について報告を行

( 2 ) 

いました。第25団連絡会には多数の参加があり、ご参

加の先生方には改めて御礼申し上げます。次の協議事

項では、平成20年度第 2回（通算26回）開放型病院連

絡会の開催について協議され、平成21年 2月28日（土）

午後 6時30分より開催されることが決定しました。会

場は、これまで年度 2回目の連絡会は地域医療研修セ

ンタ ーで開催してまいりましたが、病院建築中のため

昨年に続きまして県民交流館パレアホ ールとなりまし

た。内容は、紹介症例の呈示（ミニレクチャ 一）、特

別講演を行うことになりました。特別講演は、例年通

り厚生労働省の先生にお願いすることになりました。

開放型病院連絡会に多数の先生方、スタッフの皆様が

ご参加頂きますようにお願い申し上げます。

（副院長河野文夫）
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鈴鹿：穏飽食 （9)

医長、超音波診断室長

杉 和洋

消化器一般、消化器内視鏡、

肝疾患

日本内科学会指導医 ・認定医

日本肝臓学会指導医・専門医

日本消化器病学会指導医・専門医

日本消化器内視鏡学会専門医

日本消化器病学会九州評議員

日本肝臓学会西部会評議員

外国人医師臨床修練指導医

医長、内視鏡室長

前田和弘

消化器一般、消化器内視鏡

日本内科学会指導医・認定医

B本消化器病学会専門医

日本消化器内視鏡学会指導医 ・専門医

医師

中田成紀

消化器一般、消化器内視鏡、

肝疾患

日本内科学会認定医

日本消化器病学会専門医

日本消化器内視鏡学会専門医

日本肝臓学会

診療内容と特色

当科の診療の基本理念は「丁寧な対応と入念な治療、

協調協力と新しい挑戦」です。

『消化器疾患の診療』

治療内視鏡としては、上部消化管（食道 ・胃 ・十二

指腸）では、食道静脈痛に対して硬化療法 (EIS）、

結索術（EVL）、およびその併用（EISL）、総胆管

結石に対して乳頭切開術 (EST）やノてルーン拡張術

(EPBD）、食道あるいは幽門狭窄拡張術、ポリ ープの

切除術、出血例ではエタノ ール局注法、クリッピング

法による止血術を行っています。早期胃癌に対しては

内視鏡的粘膜切除術 (EMR）に加え、粘膜下層剥離術

(ESD）を導入しています。また下部消化管（結腸 ・

直腸）ではポリ ープ切除術、 EMR、ホッ トバイオプ

( 3) 

句今ダ

ー面画面

片山貴文

消化器一般、消化器内視鏡、

肝疾患

日本内科学会

日本消化器病学会

日本消化器内視鏡学会

日本肝臓学会

医師

尾上公浩

消化器一般、消化器内視鏡

日本内科学会認定医

日本消化器病学会

日本消化器内視鏡学会

日本肝臓学会

医師

松山太一

消化器一般、消化器内視鏡

日本内科学会

日本消化器病学会

日本消化器内視鏡学会

日本肝臓学会

医師

佐藤有紀子

消化器一般、消化器内視鏡、

肝疾患

日本内科学会

日本消化器病学会

日本消化器内視鏡学会

日本肝臓学会

シー及び止血術を多用しています。さらに経管栄養

で聴下障害のある患者様には、内視鏡的胃棲造設術

(PEG）を行っています。

『肝 ・胆・醇疾患の診療』

肝疾患では慢性疾患が多く、肝生検による組織学的

診断による病態把握とともに、 C型慢性肝炎ではイン

ターフエロン (IFN）療法、特に難治性症例に対する

PEG IFN • リパビリン併用治療を積極的に行い、地

域連携による診療を推進しています。 B型慢性肝炎に

対する核酸アナログ治療も数多く行っています。また

原発性胆汁性肝硬変症例が多く 、国立病院機構肝疾患

専門施設と共同で臨床研究を行い、病態解明に努めて

います。肝硬変症例では食道胃静脈癌に対するEIS

(L）、EVL、さらにはバルーン閉塞下逆行性経動脈的

塞栓術（B-RTO）治療を行っています。 また肝硬変

栄養療法に取組み、成果を上げつつあります。肝細胞

癌では、肝動脈塞栓術（TAE）とともにラジオ波焼

灼療法（RFA）を多数行っています。胆 ・牌疾患で

（次ページ続く）
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（前ページより）

は、経皮径肝胆道ドレナ ージおよびステント留置術や

梓癌に対する化学療法を積極的に行っています。近年

注目されている非アルコ ール性脂肪性肝炎（NASH)

の診断治療にも力を入れています。

診療実績

外来新患者数 月平均 新入院患者数 月平均

平成15年度 1 549 129 1,047 87 

平成16年度 1,673 139 1 088 91 

平成17年度 1 923 160 1 196 100 

平成18年度 1 844 154 1,240 103 

平成19年度 2 121 177 1 460 122 

主要疾患
年間総入院数1,484例

(2007年）

急性肝炎（劇症肝炎含む） 8例

慢性肝炎（肝生検 ・インターフエロン） 8819U 

肝硬変（肝性脳症 ・腹水） 71例

食道胃静脈癌（内視鏡的治療） 47例

肝細胞癌 (TAE• RFA含む） 127例

胆嚢炎（PTGBD含む） 19例

胆石症 819り

胆嚢癌 ・胆管癌（PTCD・ステント含む） 8例

急性解炎・慢l性膜炎 30例

勝癌 3例

胃十二指腸潰虜 （内視鏡的止血術含む） 89例

胃癌（内視鏡的粘膜切除含む） 34例

イレウス 73例

潰蕩性大腸炎 ・ク口 ン病 11例

大腸ポリーブ（内視鏡的ポリープ切除） 33例

大腸癌 31例

検査治療手技 2007年度

よ部消化管内視鏡検査 2,880例

下部消化管内視鏡検査 1,160例

治療内視鏡 ；経皮内視鏡的胃凄造設術新規 63191J 

胃塵力テーテル交換 49仔IJ

胃・大腸のポリペク卜ミー、EMR 48例

内視鏡的止血術（工タノ ル、クリップ法） 139例

食道 ・胃静脈癌に対するEIS・ EVし 50伊IJ

内視鏡的バルーン拡張術 40191J 

異物除去術 13例

粘膜下層剥離 ・切除術 24例

研究実績

日本全国の肝臓専門施設で作る国立病院機構肝疾患

ネットワ ーク（肝ネット）に参加し、大量のエビデン

スを蓄積してEBMを推進するための共同研究を行っ

ています。院内活動では、患者との教育と交流を兼ね

て 「肝臓病教室」を毎月第 3金曜日に開催しています。

平成20年 4月よ り全国でもいち早 くC型慢性肝炎イン

ターフエロン治療地域連携クリテイカルパスを作成し

運用を始め、地域の医療機関と実地医療に根ざした勉

強会として 「二の丸肝臓談話会」を発足しました。国

際医療協力として集団研修コース 「肝炎の疫学、予防

及び治療」を通してJICA（国際協力機構）と共に途

上国の肝炎専門医師等に対する研修を指導しています。

ご案内

毎週火曜日には内視鏡検査の症例検討会を、木曜日

には超音波検討会を午後5時より心大血管リハビリテー

ション室で、金曜日午前 8時より消化器病カンファレ

ンスを本館 2階カンファレンスルームで行っています。

ご参加を歓迎致します。二の丸肝臓談話会は年 4回の

事例検討会と 1回の特別講演会を予定しています。興

味ある症例や診断あるいは治療に苦慮する症例があれ

ばご紹介下さい。緊急、を要する場合は、杉または前田

に直接ご連絡下さい。

ホームべーツをご刺田下さい。診療、研修、研究なと情報満載です。 コ J

くまびょうNEWS55号から継続して掲載されています。 ノ

国立病院機構熊本医療センターホームページアドレス http・. //www.hosp.go.jp／～knh/ 

( 4 ) 
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レピー小体型認知症について

精神 ・神経科医長

山下建昭

レヒリー小体型認知症（dementiawith Lewy bodies; 

DLB）は、 1995年の国際ワ ークショップで初めて提

唱された名称で、疾患概念とともに臨床 ・病理診断基

準のガイドラインが作成されました。 DLBは、進行

性の認知機能障害に加えて、特有の精神症状とパーキ

ンソニズムを示す変性性認知症です。病理学的には、

大脳と脳幹の神経細胞脱落とレビー小体の出現を特徴

とします。

発症年齢、は、60～80歳代の初老期 ・老年期に多いが、

40歳代などの中年期にも稀ながらみられます。男性に

やや多く、多くは弧発性で、家族性を持つものは稀で

す。臨床診断による頻度は、認知症のうち10～30%と

報告に幅があり、病理診断による頻度は、認知症の15

～ 20%程度と報告されています。老年期の変性性認

知症ではアルツハイマ ー型認知症（Alzheimertype 

dementia ; ATD）に次いで頻度が高い疾患です。

症状は表（DLBの改訂臨床診断基準ガイドライン）

に示したように、進行性の認知機能障害、認知機能の

変動、幻視、パーキンソ ニズム、 REM睡眠行動障害、

抗精神病薬に対する感受性の冗進、転倒、失神、自律

神経機能異常、系統的な妄想、抑うつ状態などがみら

れます。

検査所見としては、画像所見と して海馬などの内側

側頭葉の萎縮はATDに比べて軽度であり、脳SPECT

やPETなどの機能画像では、後頭葉にびまん性の血

流低下や糟代謝低下がみられます。また、 MIBG心筋

シンチグラフィで取り込み低下がみられます。

( 5) 

精神 ・神経科（No.2) 

治療は、周辺症状の種々の精神症状に対しては、コ

リンエステラ ーゼ回害薬（ドネペジル）の少量投与、

非定型抗精神病薬（クエチアピン、アリビプラゾール

など）の少量投与、抑肝散などの薬物療法が行われて

います。

DLBの病態には、 α－synucleinの蓄積・凝集が深

く関与していることが示唆されており、α synuclein 

の凝集性冗進にかかわる諸因子ならびに分解機構など

の解明により、 DLBの根本的治療法の開発が期待さ

れているところです。

表 DLBの改訂臨床診断基準ガイドライン

1.必須症状：進行性の認知機能障害

2.中核症状（probableDLBには2つが、 possible

DLBには1つが必要）

a. 注意や覚醒レベルの変動を伴う認知機能

の動揺

b. 現実的で詳細な内容で、繰り返し現れる

幻視

C. パーキンソニズムの出現

3.示唆症状（possibleDLBに1つ以上あれば

probable DLB) 

a. REM睡眠行動傷害

b. 抗精神病薬に対する感受性の充進

C. 機能画像で基底核のドパミン取り込みの

低下

4.支持症状：

a.繰り返す転倒

b. 失神

C. 自律神経機能異常

d.幻視以外のタイプの幻視

e.系統的な妄想

f .抑うつ状態

g. 形態画像で内側側頭葉が比較的保たれる

h.機能両像で後頭葉のびまん性の取り込み

低下

i. MIBG心筋シンチの取り込みの低下

J .脳波で初期からの除波活動

5.除外項目：

文献17）から改変
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＼第14回国立病院機構熊本医療ゼンター医掌会開催される ヌ

2009年 1月18日（日）に、第14回国立病院機構熊本

医療セン ター医学会が、地域医療研修センタ ーにて開

催されました。本学会は、当院の全職種のスタッフが

日頃の研究成果を発表し、当院の医療水準の向上を目

指すとともに、お互いの理解を深めることを目的とし

ています。今回は一般演題37題が報告されました。ま

た、本学会は例年開放型病院登録医の先生方のご参加

も頂いておりますが、今回は庄嶋健先生（圧嶋医院）、

木村圭志先生（七城木村ク リニ ック）に座長をお願い

し、 貴重なご助言と活発な討論を行って頂き ました。

発表の内容は、研修医、レ ジデントの方々は臨床上

貴重な症例の報告をされました。文献的考察を良くさ

れ、示唆に富む内容が多かったと思います。 また、心

臓血管外科の片山幸広先生、整形外科の田原準先生、

耳鼻科の竹村考史先生、放射線科の赤池公孝先生、消

化器科の中田成紀先生は其々経験した症例をまとめた

参加者の質問に答える片山幸広先生

国立病院機構熊本医療センタ ーは、国内唯一の国際

医療協力基幹施設として、JICA（国際協力機構〕、

JICE （日本国際協力センタ ー）及び熊本県と連携し、

積極的に国際医療協力を推進しています。

平成21年 1月19日よ り2月13日まで平成20年度 「血

液スクリ ーニング検査向上（中米地域）」 研修コ ース

にグアテマラをはじめ 5ヶ国10名が、当院の研修棟に

宿泊しながら研修を行っています。

（庶務班長牧野功）

( 6) 

医学会風景

ケース ・シリ ーズ研究または コホー 卜研究の報告をさ

れました。さらに、血液内科の武本先生は自らが開発

した腫虜マーカーである可溶性CD30の意義について、

新しい知見を発表されました。

看護部および看護学校からは 5題発表がなされまし

た。主にこれまで取り組んできた卒前卒後教育に関す

るもので、興味ある内容でした。また、事務部門か ら

も積極的な行動目標を発表して頂きました。コメデイ

カル部門も医療事故防止の取り組みや医療資源の有効

利用、新しい画像処理法、 MRSA治療における問題

点、なと、非常に斬新な内容が多く見られました。

本学会は職員同士の理解や認識を深めるだけでなく 、

学問的にも優れた内容であったと思います。今後は、

さらにブラッシュアップし、全国学会で積極的に発表

され、また、論文にして形に残される ことを切に願い

ます。 （臨床研究部長芳賀克夫）

研修は次の 3項目を目標に掲げて実施されます。

1 .安全な血液供給の世界的戦略と、エイズ、成

人T細胞白血病、ウイルス性肝炎、テング熱、

マラリアなど血液感染疾患の管理を理解する。

2.血液スクリーニングと評価方法についての知

識と技術を習得する。

3.血液スクリーニングシステムを理解し、各国

の既存システムを改善するための提案をする。
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－－ •• 研修のご案内． 
田

日時修平成21年 2月 4日（水）19 : 00～20 : 00 

場所砂国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター｜第24回熊本がんフォーラム（無料） ｜
．．．．．．．．．ーーーー

司会国立病院機構熊本医療センタ 一地域医療連携室長 片湖 茂

「熊本在宅ドクターネットの紹介一在宅医療の現状と今後のネットワークの構築 」

講師団島医院長 田島和周

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センター研修部長清川 哲志 TEL: 096 353-6501 （代表） FAX: 096-325-2519 

l第 121回月曜会（無料） I 
（内科症例検討会） I 

［日本医師会生涯教育講座 3単位認定］ I 

日時砂平成21年 2月16日（月）19 : 00～20 : 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センター地域医察研修センター

1.胸部X線写真供覧 国立病院機構熊本医療センタ ー呼吸器センター呼吸器内科医長 柏原光介

2.持ち込み症例の検討

3.症例検討「下肢痛、股関節痛により歩行困難となった低リン血症、高ALP血症の l例」

国立病院機構熊本医療センタ ー内科部長 東輝一朗

4. ミニレクチャ ー 「循環器疾患の トピックス」

国立病院機構熊本医療センタ 一心臓血管センタ ー循環器科 古賀英信

日頃、疑問の症例、興味のある症例、 X線写真、心電図等がございましたら、ご持参下さいますようお願し、致し

ます。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ ー研修部長清川 哲志 TEL: 096-353-6501 （代表） FAX: 096-325 2519 

l第 90回三木会（無料）
（糖原病、高脂血症、高血圧を語る会）

旧本医師会生涯教育講座 3単位認定］

［日本語尿病第差指導士認定更新のための研修単位く2群＞0.5単位認定］

1.「低血糖を呈したダンピング症候群の l例」

日時修平成21年 2月19日（木）19 : 00～20: 45 

場所砂国立病院機構熊本医療センター教育研修棟4階

国立病院機構熊本医療センタ ー総合医療センタ ー内分泌 ・代謝内科

坂田和也、西岡裕子、児玉章子、高橋毅、豊永哲至、東輝一朗

2.「旺娠糖尿病クリテイカルバス適用195症例の特徴に関する検討」

国立病院機構熊本医療セ ンター総合医療センター内分泌・代謝内科

児玉章子、西岡裕子、高橋毅、豊永哲至、東輝一朗

なお、興味のある症例、疑問・質問のある症例がございましたら、お持ちいただきますようお願し、致します。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ ー内科部長 東輝一朗 TEL 096-353-6501 （代表）内線705

戸95回 救急症例検討会（無料） ｜
日時惨平成21年 2月25日（水）18 : 30～20: 00 

場所砂国立病院機構熊本医療センタ 地域医療研修センター

症例検討 「心・血管疾患」 国立病院機構熊本医療センタ 一心臓血管センタ ー循環器科医長 藤本和輝

国立病院機構熊本医療センタ 一心臓血管センタ一心臓血管外科医長 毛井純一

医師、薬剤師、看護師、放射線技師、臨床検査技師、栄養士、救急救命士、救急隊員、事務部門等全ての医療従

事者を対象とした症例検討会です。医師以外の方にも理解でき るよう配慮した内容にしています。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センタ一事務局 TEL096 353-6501 （代表）内線263 096-353 3515 （直通）

l空：回：期治療叶会員需リ 日時砂平成21年 2月28日（土）15 : 00～18: 00 

｜本医師会生涯教育講座 5単位認定］

［日本内科学会認定内科医更新のための 2単位認定］
場所砂国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター

「消化器病の栄養療法」 座長 熊本市医師会

1.肝臓病に対する栄養療法 国立病院機構熊本医療セン ター消化器病センター消化器科医長

2 消化管疾患と栄養療法 国立病院機構熊本医療センタ ー消化器病センター消化器科

3 栄養管理室の取り組み 国立病院機構熊本医療センタ ー管理栄養士

4.講演 メタボリツクシンドロームと肝臓病：非アルコ ール性脂肪性肝炎（NASH)

鶴田克明

杉 和洋

尾上公浩

大山明子

国立病院機構別府医療センタ ー副院長 酒井浩徳

この講座は有料で、年間10回を lシリーズ（年会費20,000円）として会費制で運営しています。但し、 1回だけ

の参加を希望される場合は会費5,000円で参加いただけます。

〔閉会せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センタ一事務局 TEL096 353 6501 （代表）内線263 096-353 3515 （直通）

C 7) 
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2月 研修ホール 教育研修棟4階 そ の 他
8 00 MGH症例検討会 C 

2日 （月） 16～18 泌尿器科病棟カンファレンス 日IJ6
17～18 小児科カンファレンス 外来

18・00～19・30 血液病懇話会（会） 8 00 救急部カンファレンス C 
3日 ω 15～18 外科術前術後症例検討会 C 

17 30 消化法疾患カンファレンス J心リハ
19: 00～20: 00 第24回 熊本がんフ才一ラム

「熊本在宅ドク9ーネットの紹介
4日 体） 在宅医療の現状と今後のネットワー？の構築 」

司会目立病院檀構院本匿事tン9一地培匿聾童書室長片調 茸
講師 田島医院長 田島和眉

7: 50 3童形外科症例検討会 C 

5自 体） 17～19 循環器カンファレンス C 
17: 30 超音波力ンファ レンス ，，ンリハ
18～19 代謝内科カンファレンス M 
8 co 消化器病研究会 C 

6日 働 8 00 麻酔科症例検討会 手
17～18 救急部カンファレンス C 

10: 00～12: 00 第 1回 熊本EB Mセミナー 「英語ブレゼンの仕方、英語論文の書き方J
7日 比｝ 14 00～16 00 第211回滅菌消毒法講座 《会員制｝

「手術器械の滅菌における問題点」 済生会福岡総合病院麻酔科部長松田和久

8 00 MGH症例検討会 C 
9日 （月） 16～18 1'必尿器科病棟カンファレンス 日IJ6 

17～18 小児科カンファレンス 外来
19: 00～20: 30 熊本県臨床衛生検査技師会 18 00～19 30 血液病懇話会（会） 8 00 救急部カンファレンス C 

10日 ω 一般検査研究班月例会 15～18 外科術前術後症例検討会 C 
17 30 消化器疾患カンファレンス ,C，、リハ
19～21 泌 ・放射線科合同ウログラム
7 50 整形外科症例検討会 C 

12日 側 17～19 循環器カンファレンス C 
17 30 超音波カンファレンス 心リハ
18～19 代謝内科カンファレンス M 
8: 00 消化器病研究会 C 

13日 働 8 00 麻酔科症例検討会 手
17～18 救急部カンファレンス C 

15日 （日） 8: 30～17: 00 日本臨床細胞学会熊本県支部研修会 〈総会・学会〉
19: 00～20: 30 第121回 月曜会 （内科症例検討会） 8 00 .MGH症例検討会 C 

16日 （月） ［臼本医師会生涯教育講座 3単位認定］ 16～18 泌尿器科病棟カンファレンス jjlJ6 
17～18 小児科カンファレンス 外来

18: 00～19: 30 第47固 くすりの勉強会 （公開） 18: 00～19: 30 血液病懇話会（会） 8 00 救急部カンファレンス C 
17日 ω 15～18 外科術前術後症例検討会 C 

17 . 30 消化器疾患カンファレンス 心リハ

18自 体）
13・00～17:30 日本医療マネジメン卜学会主催 平成20年度第3回ヲリテイカルパス実践セミナー in熊本 （1日目］
18: 00～19: 30 第56回 国立病院機格熊本医療センタークリテイカルパス研究会 （公開）
9: 00～14: 30 日本医療マネジメン卜学会主催 平成20年度第3回ヲリアイカルパス実践セミナー in熊本 （2日目］
19 30～21 30 第51固有病者歯科医療講演会 19 : 00～20: 45 第90回三木会 7. 50 整形外科症例検討会 C 

19日 嗣 座長能本県歯科医師会学術委員会理事 伊藤明彦 （糠尿病、高脂血症、高血圧を跨る会） 17～19 循環器カンファレンス C 
「眼科救急疾患J ［日本医師会生涯教育講座 3単位認定］ 17 30 超音波カンファレンス 心リハ

国立病院機構熊本医療センタ 鰻科医長青木浩則 ［日本陸E高軍基指導士i!lE！新聞tめの覇権単世く1書＞0.5単世i!lE] 18～19 代謝内科カンファレンス M 
8: 00 消化器病研究会 C 

20日 働 8: 00 麻酔科症例検討会 手
17～18 救急部カンファレ ンス C 
8: 00 MGH症例検討会 C 

23日伺） 16～18 泌尿器科病棟カンファレンス 別6
17～18 小児科カンファレンス 外来

18 30～20 30 血液研究班月例会 18 00～19 30 血液病懇話会（会） 8: 00 救急部カンファレンス C 
24日 伏） 19 00～21 00 小児科火曜会 15～18 外科術前術後症例検討会 C 

17 : 30 消化~疾患カンファレンス 心リハ

25 日 ~）＜）
18: 30～20: 00 第95回救急症例倹討会

「心・血管疾患J

19: 00～21 : 00 熊本脳神経疾患懇話会 7 50 整形外科症例検討会 C 

26日 附 17～19 循環器カンファレンス C 
17 30 超音波カンファレンス ，，；、リハ

18～19 代謝内科カンファレンス M 
8 00 消化器病研究会 C 

27日制 8 00 麻酔科症例検討会 手
17～18 救急部カンファレンス C 

15 : 00～18: 00 第229回 初期治療講座 《会員制》 ［日本医師会生涯教育講座 5単位忽定］
［日本内科学会認定内科医更新のための 2単位恕定］

座長 熊本市医師会 鶴田克明
「消化器病の栄養療法」

28日 出 1.肝量産病に対する栄養療法 国立病院機構熊本医療セン9ー消化器科医長 杉 和洋
2.消化管疾患と栄養療法 国立病院機構熊本医療センター消化器科 尾上公浩
3.栄養管理室の取り組み 国立病院機構熊本医療センター管理栄養士 大山明子
4.講演 メタボリツクシンドロームと肝臆病 ：非アルコール性脂肪性肝炎 （NASH)

国立病院機構別府医療センター副院長 酒弁 i告徳
（会）会議室 C病院本館2階カンファレンス 手 手術室控室 別 6jjlJ 6病棟 外来 小児科外来 M ミーティングルーム 心リハ 心大血管リハビリテーゾヨンセンター

問い合わせ先 〒860-0008 熊本市二の丸 l番5号 国立病院機構熊本医療セン ター地境医療研修センタ

TEL 096 353 6501 （代）内線263 096-353 3515 （直通）

( 8) 
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